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＜連絡事項＞

・NPO法人　地域生活自立支援センター　メンタル・ケア・サポート家族支援活動「知恵の輪」より家族支援研修（２回目）のお知らせがあります。昨年の１２月に引き続き２回目の家族支援研修を行います。日時は１月２１日（土）１３：３０～１５：３０　クロスロード方式での事例検討会となります。希望者は参加して下さい。

・豆まきにかかる費用（53円）の家族連絡を1/29までに行ってください。連絡は面会時などを利用して行っていきますが、面会に来ない家族へは各受け持ちスタッフで電話連絡するようにしてください。チェック表はＢユニットのスタッフオフィスに置いておきます。

＜患者様連絡事項＞

・荒谷　正毅様～トイレに間に合わずに失禁してしまう事が続いています。リハビリパンツの利用も検討していますが、まずは時間でのトイレ誘導(毎食後、水補後、おやつ後、夜間)を行い、経過を見ていきたいと思います。夜間はトイレに行くまでに間に合わずに失禁してしまう事が多い為、声掛けや介助を行って行きましょう。

・便秘時の予測指示継続患者様～鈴木サダ様、飛鳥公平様、島脇てる様、北山和子様、川村つゑ様、

谷内愛子様、中野英男様、橋本万様、永洞恭子様、吉田トキ様

・川村　つゑ様～てんかん発作時の予測指示継続。

・吉田　トキ様～拒薬時の予測指示継続。

・松田　信夫様～拒薬時の予測指示継続。

・前川原　勝美様～本日14：00、体温38.0℃。38.5℃以上でアンヒバ坐薬1コ挿肛の予測指示出ています。

＜作業報告＞

・荒谷　正毅様～日中も眠気が強くホールに来ても居眠りをしている状態が多く、活動性の低下も見られてきています。日中は離床してもらいプログラムの間も出来るだけ声を掛け、活動性を高めていく関わりを行っていく。

・木村　春雄様～日中起きる時間が遅い為、中々プログラムへも参加できずに居る。今後の自宅での生活も考え、午前中のプログラムに参加できるよう声掛けし、離床を促して行きます。

・前川原　勝美様～両腕の筋肉の緊張が強く伸展が難しい状態となっています。市民病院でも関節運動を行っていたとのことなので、状態を評価しながらリハビリを継続して行っていきます。

・板垣　富蔵様～左上肢の動きが良くなってきており軽度ですが自動運動も出来るようになっています。

＜受け持ち患者様NCP評価＞

・坂本　良雄様～副食の残食目だっています。体重減少が著しい為1月より牛乳をメイバランスへ変更していますが、現在体重の変動は見られていません。引き続き食事摂取状況の細かな観察をしていきましょう。

＜田名部Drケースカンファ＞

・角谷　育子様～口唇、手指の振戦みられ、髭剃り時に上手くそる事が出来ず介助要しています。明日からの定期薬が中止となり、リントンをセロクエル（100）2Tへ変更し処方となっています。引き続き状態観察行っていきましょう。

・川井　ツセ様～定期薬でサーカネッテンを内服していますが肛門に異常見られないため来週の定期より内服とめとなります。

・橋本　万様～夜間不眠であり、大声での独語続いている事から、昨日昼より精神薬増薬となっています。状態としては時折暴言ありますが大声を出す頻度は軽減しており夜間も休む事出来ています。過鎮静に注意しながら薬物調整を行っていきます。引き続き精神症状の変動や夜間の睡眠状況の観察をしていきましょう。

・山下　ヨシ様～目が見えないことを理由に食事をホールで食べたりプログラムへ参加し無かったりと日常生活への支障見られています。眼鏡の作成を検討し家族へ連絡していますが、それだけが原因かは定かではありません。眼鏡の作成も含め眼科受診をするよう家族へ進めていく事としています。また、衣類が少なく家族依頼しても本人が捨ててしまっているため、外出時に本人の気に入るものを購入してくるよう促して行きます。

・前川原　勝美様～左鼻に裂傷あり、血小板減少し出血傾向にある為、出血に注意してください。

・若松　高様～湿疹は軽減してきていますが掻痒感は持続している様子です。内服薬は継続とし、引き続き皮膚状態の観察と毎日の入浴・軟膏処置を行っていきましょう。

・山内　公博様～湿疹は軽減してきていましたがまた最近悪化しているようです。

本日夕よりデキサメタゾン（0.5）3T　ノイロビタン　3T　3×ndE　7日分処方となっています。

・田村　耕一様～日曜日頃より易怒性、興奮強く要求が通らないと叫んだり、椅子を叩きつける等の行動も見られています。原因として小笠原芳郎様から一方的に攻め立てられた事も考えられますが、一時的な対症として、コントミン（12.5）1T　1×vds　7日分処方となっています。夜間の睡眠状況や精神症状の変化に注意していきましょう。

・木ノ下　ツヨ様～臨時薬、カマ0.5ｇ　1Ｔ/夕後　7日分継続処方となっています。

・村井　八郎様～臨時薬　アスパラK　2錠　2Ｔ/昼夕後　7日分継続処方となっています。

